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結論：地域住民等は、何を学びたいかを知る

講習内容の要望調査

「どのような防災講習をしていいか
分からない住民がいる」‼

出前講座内容を広報



背 景

防災出前講習の現状
A 災害対策等に熱心な住民等は、自ら学び積極的に

防災研修等を受講し防災知識が高い。
自ら受けたい講習を選択して受講している。

B 一方では知識が十分でない住民等がいる。
出前講座の申し込み・講習中の質疑から
防災・減災を果たすための知識が十分でなく、
違った講習内容を望んでいるのが見られる。

”住民等が何を学びたいか明確にする”

講師側：地域環境や過去の防災研修内容を講習依頼者から聞き取りを行い
内容を決定していた。その他、話題になっている防災対策を実施している。
※講師は押し付け内容の講習にならないよう努める。



（例）講習依頼時の内容

①講習を実施したことがないので「何かお願いします。」

②内容はお任せします。

③講習の依頼者側がに防災に対し認識不足なため、最近、他の
地域で実施した講習の内容でお願いしたい。

講習時の質疑応答において、受講者から他にどのような内容の
講習があるのかなどの質問もあった。

どのような出前講座内容にしてよいか、分からない依
頼者がいる。⇒ 住民等へ広報等を実施する必要性



広報活動：公共施設にポスターやチラシ・イベントへのPR
・地域リーダーや団体との連携・メディア

アンケート調査：
各年齢層で学びたい内容を知
る

実践的な講習：
アンケート結果による実
践的な講習を実施

受講者からの要望や、地域が
必要とする内容とした講習を
実施する。

住民が知りたいことを学ぶ
災害への備えや災害発生時の対応の充実

アクティブ・ラーニング
・能動的なグループディスカッションや
グループワーク等。

・住民 事業所へ
インセンティブづくりの提案

資料の配布：
（出前講座の内容

・出前講座カリキュラムマップ）



地域住民等への広報活動の実施

●今回は、広報活動として住民等へ出前講座の内容を示す
広報誌を配布するとともに、各種集会等を捉え紹介を
行う。

広報誌事例：タウンニュースとして地域住民へ配布
配る部数：2300～2400部 費用：無料 大きさ：A4
配布方法：地元新聞紙に折り込み配布

内容
① 講話：南海トラフ・中央構造線断層帯について知る。
② 講話：台風時等における避難対策について
③ ダンボール箱でトイレ、ベッド、イスの作成
④ ロープの結び方
⑤ 災害への備え非常食・避難リュック
⑥ 避難所運営ゲーム（HUG） ⑦災害図上訓練（DIG）
⑧ クロスロード災害対応カードゲーム）
⑨防災カルタゲーム



2024年6月25日 2024年12月25日



広報誌の配布における住民等の反応

・地域住民組織の代表者：
学習内容が数多くあるのを知った。住民もこれを見て関心を持っても
らいたい。

・住民意見：災害の備えばかり考えていたが、体験型の講習があるので、
次回は受けたい。

：講話のみでは、実感がわかないので、参加者間での対話や
実技を受けたい。

：どういう内容があるのか、もっと知りたい。
結果：住民は、視聴のみの講習では、十分に満足しておらず、体験型

等にすることにより更に防災に関する関心度を高めることが確
認できた。

避難所運営ゲーム
（HUG）

防災
カルタ



打合わせ時等における配布資料



出前講座の内容 計４８項目





アンケート結果
2023.8～2024.６



アンケート表１



調査期間・対象者数等

①調査期間：2023.8～2024.６
②調査対象者数
・小学生 1～３年 １７人（16%) ・小学生 4～６年 ６人 (6%)
・中学生 ２０人 (19%) ・高校生 ２１人 (20%)
・２０歳～３０歳代 ３人 (3%) ・４０歳～５０歳代 8人 (8%)
・６０歳以上 ３１人 (29%) 計 １０６人

※ 端数処理の関係で、内訳の和が100%になっていません。
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年代

別

順位

小学
１～３

年生

小学
4～６

年生
中学生 高校性

20歳
～

３０歳代

４０歳
～

50歳代
60歳

以上

１

家の安全
対策（家具
固定）

２３%

地震の
学習

４５%

地震の
学習

４５%

風水害

３６％

家庭の備蓄

５０％

教訓の伝承

５０％

防災訓練

３０％

２

防災訓練

１５％

風水害

１１％

家庭の備蓄

防災訓練

１１％

教訓の伝承

３２％

避難の準備

３３％

防災訓練

１７％

避難の準備

２４％

３
教訓の伝承

１１％

家の安全策

（家具固定）

１１％

風水害

１０％

家の安全対策
（家具固定）

地震の学習

１０％

地震の
学習

１７％

避難の準備

１６％

家庭の備蓄

１９％

複数回答で集計



まとめ

⑴ 講習内容は多様にわたるため、住民等がどのよう
な講習があるか機会を捉えて広報

(2)   実践的な講習内容となるよう努めると共に講習依頼者
及び講師は普段から住民等の防災知識の向上を図るため
住民等には何が必要か把握するよう努めなければならな
い。



気づき
講習内容を決定するとき、これまで実施した数種類か

ら内容を浮かべ、決定していたのは少なくない。
・・・このことから受講者の求める内容でなかったとい
うケースもあったと思われる。

今回、特に「出前講座カリキュラムマップ」を作成し
たことにより、地域住民等への内容が適切に分かりやす
く伝えられ、地域の方々の理解が容易に得られる。

分類： 入門（基本編）⇒ 探究・体験等

また、住民等へ積極的に情報提供することにより住民自
身が、必要な知識とするものを見つけ、必要な知識を求
めることができる。その結果、有意義な講習につながっ
ていくと思料します。
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